
 

                

 

 

 

 

 

 

                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教
材
費
無
償
を
提
案 

日
本
国
憲
法
に
基
づ
き
小
中
学
校
の
教
育
は

無
償
に
し
て
い
く
た
め
に
、
給
食
費
無
償
化
に

続
き
、
教
材
費
の
無
償
を
美
里
町
で
実
施
す
る

こ
と
を
３
月
議
会
で
町
に
求
め
ま
し
た
。 

町
は
、「
個
人
的
に
使
う
も
の
全
体
的
に
使
う

も
の
な
ど
必
要
と
判
断
し
て
検
討
す
る
。」
と
答

え
て
い
ま
す
。 

 

か
く
れ
教
育
費
５０
万
円 

小
学
校
入
学
時
に
７
万
円
、
卒
業
時
に
１
・
４
万

円
、
教
材
費
に
８
・
３
万
円
、
給
食
費
約
２
５
万
円
、

旅
行
代
６
・
９
万
円
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費
１
・
４
万
円
、

学
級
費
ほ
か
１
万
円
な
ど
、
小
学
校
で
お
よ
そ
５
０

万
円
。
中
学
校
で
は
入
学
時
に
制
服
な
ど
で
８
万

円
、
卒
業
時
に
１
・
４
万
円
、
教
材
費
７
万
円
、
給

食
費
１
５
万
円
、
旅
行
代
１
０
万
円
、
諸
会
費
１
万

円
な
ど
で
約
４
０
万
円
が
か
か
る
と
い
う
調
査
の

結
果
を
も
と
に
議
会
で
と
り
あ
げ
ま
し
た
。 

    

 

プロフィール ●東児玉小学校・美里中

学校卒業 ●本庄東高校卒業 ●調理師

免許を取得し、各地で修業 ●しゃんは

い亭（中華料理）を営業 ●金属資源再

利用の会社勤務を経て町議会議員 1 期 

●住所:関 406-1●090-6946-0417 

物価高騰から命とくらし守る 

 
美里町は、極端な出生減、地域産業・

農業の後継者問題など深刻な現状を

かかえています。 

子育て支援 
３つのゼロと 

物価高騰から 

命とくらしを守る 
政策を提案しています。 

 

保育園などの給食費ゼロ 

小中学校の教材費ゼロ 

高校生までの国保税ゼロ 

介護保険料・国保税・住民税の軽減を 

交通弱者対策高齢者福祉の充実を 

後継者の育成などで農業経営守る 

みさと民報２０２３年３・４月号外発行:日本共産党美里支部 

連絡先笹井 76-3297 美里町関 99-1   

日本共産党美里支部は政策と見解を発表しました。 

堀越さんからのアンケートに要望

を一つ書きましたところ、彼はさっ

そく実現できるよう熱心に調べ、東

奔西走し、町議会で請願書の採択ま

でしてくれました。 

堀越さんは誠実で行動力のある人

で、町民のために骨身を惜しまず働い

てくれます。このような人が町議会議

員でいることは、私たち町民にとって

非常に心強い限りです。今後も長きに

わたり、活躍することを心より願って

います。 

関在住 H さん 80 代男性 

 

電話をして相談したらすぐ動いてく

れた。堀越町議。一般の人が行政に言

ってもなかなか動いてくれない。堀越

議員の力はすごいと感じました。今は

見馴れ川公園が無いので大久保山でジ

ョギングしています。 

小茂田在住 T さん７0代男性 

 

小
学
校
統
廃
合
に
ま
っ
た 

子
ど
も
が
少
な
く
な
る
見
込
み
だ
か
ら
と
小

学
校
の
統
廃
合
を
す
る
の
で
な
く
。
住
民
の
話

を
よ
く
聞
き
、
若
者
が
安
心
し
て
生
活
し
、
結

婚
し
、
働
く
場
所
を
確
保
す
る
こ
と
で
す
。 

 

物
価
高
騰
か
ら
く
ら
し
を
守
る 

今
、
町
民
の
生
活
は
、
電
気
代
、
ガ
ス
代
、

卵
や
牛
乳
を
は
じ
め
す
べ
て
の
生
活
必
需
品
が

値
上
が
り
生
活
が
厳
し
い
、
生
産
者
か
ら
は
飼

料
や
肥
料
の
値
上
げ
で
農
業
を
続
け
ら
れ
な
い

な
ど
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
し
め
し
て
、
町
税

や
国
保
税
、
介
護
保
険
料
の
引
き
下
げ
、
上
下

水
道
使
用
料
金
の
値
下
げ
を
提
案
し
ま
し
た
。 

美
里
町
で
子
ど
も
を
生
み
育
て
ら
れ
る
環
境

を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
で
、
町
民
の
暮
ら
し
を

守
る
こ
と
と
訴
え
て
い
ま
す
。 

   

 


